
 

 

 

 

 

受 入 先  NPO 法人頴娃おこそ会  

役 職  コーディネーター  

隊 員 氏 名  
く ら も と  け い す け  

蔵元  恵佑  

着 任 日  平 成 ２ ９ 年 ２ 月 １ 日  

～  主な動き  ～  
 

１ ．「おこそコラボ」の開催  

２．鹿児島大学での講義  

３ ．田舎フリーランス講座開催  

 

 

１．「おこそコラボ」の開催  

  

・1 月７日に長野県塩尻市地方創生推進課シティプロモーション係の係長であり、

信州大学の研究員や内閣府地域活性化伝道師でもある山田崇さんをおこそ会のリ

ノベーション物件に招き、「おこそコラボ」を実施しました。「おこそコラボ」と

は NPO 法人頴娃おこそ会が全国各地の専門家や経営者や行政マンを招き、「かっ

こいい大人から学ぶ」をコンセプトに実施する勉強会です。講演会形式よりもゲ

ストとの距離が近く、参加者の悩みをゲストと参加者で解決方法を見出していき

ます。山田さんは塩尻市で JT やリクルート・ソフトバンク・オリエンタルラン

ドなどの大企業と連携し、首都圏から塩尻市に人材を派遣させ、行政・地域住民

と一緒に地域課題を解決するプログラムを実施しています。他にも空き家を自分

で借りながら活用方法を見つけ、市の空き家バンク制度に反映させるなど 強い当

事者意識で日々業務に取り組まれています。その方の公務員としての仕事術を南

九州市の若手や他の行政の方が中心になり一緒に学びました。これからも地域に

とって価値のある「学びの場」を作っていけたらと思います。  
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２ ． 鹿児島大学での講義  

 

・ 1 月９日に鹿児島大学で「学生と考える地域社会と公務員〜これからの地域づ

くりの担い手は誰か〜」というお題で学生さんの前で講義をする機会がありまし

た。夜の公開講座だったので社会人の方の参加もあり緊張しましたが、とても有

意義な時間を過ごせました。刻々と変化する昨今では公務員をただ「安定してい

る」職業として選択する時代ではなく、世界のどの地域も未だ経験していないほ

ど急速な人口減少にこれから直面しながら、どう すれば行政体が外貨を稼げるか

や、どのように民間と連携すれば行政サービスを維持できるかなど、公務員とし

ての働き方が問われている状況について受講者の方々と議論しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３ ．田舎フリーランス講座開催  

 

・ 1 月 15 日から 2 週間、おこそ会のリノベーション家屋が集まる頴娃町の石垣

地区で「田舎フリーランス養成講座」を実施しました。全国から 9 名の若者が参

加しました。目的はインターネットができる環境であれば場所を問わずに生業を

営めるようになることであり、それを２名の講師陣が参加者と 2 週間寝食共にし

ながら学んでいく講座です。午前中に授業があり、午後からは個人でサイト制作

やネット記事を書く作業などを行います。毎日夜遅くまで必死にパソコンと向き

合う姿は本気度の表れでした。私も一緒に講義に参加し、多くのことを学びまし

た。また、生業を作ることを軸に置いたこの取り組みは移住政策の一貫にも繋が

ると思いました。  

 

 
 
 
 
 
 
 


